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1.隋 ・唐 の 長 安城 の 立地 選 択 と設 計 理 念
古代 の人 々 は,昔 か ら都 城 の 地理 的位 置 とい う立 地 の選 択 につ い て,非 常 に注 視
して き た ので あ った。 と くに堪輿 家(「 風 水 先 生」 とも俗 称 し,方 位 ・地 相 を見 て 墓
地や 都 城 及 び 家屋 の 吉 凶 を判 断 す る 人 を指 す)の 出現 に 至 って,さ らに これ を重視
す る こ とに な った。 だ か らこそ,隋 ・唐 の長 安 城 の立 地 の選 択 は,い うまで も な く
都 城 の設 計 理 念 と密 接 な 関係 が あ っ た はず と言 え る。
周 知 の ご と く,隋 ・唐 の長安 城 は,前 漢 以 来 存 在 した都 城 の東 南方 に 隣接 す る龍
首 原(あ る文 献 で は 「龍 首 山」 とも言 う)に,新 た に造 営 され た もの で あ る。 っ ま
り,西 魏 ・北 周及 び 北 朝 後期 に都 の置 かれ た漢 ・晋 以来 の長 安 と決 別 して,新 た な
都 城 建 設 に踏 み 出 した の は,隋 朝 の 建 国 直 後 の 開皇2年(582)の こ とで あ り,当 時
の総 設 計 師 ・太 子 左 庶 子 で あ る宇 文 榿 を始 め とす る設 計 者 らの指 導 下 に新都 が企 画
造 営 され た。 当初 に は 「大 興城 」 と呼 ばれ て い た の で あ る けれ ど も,唐 代 に入 る と
そ の名 称 は 「長 安 城 」 と改称 され た 。 実 際 の とこ ろ,唐 代 の 長安 城 は隋 代 の大 興 城
に基 づ い て発 展 して きた もの で あ る。 だか らこそ,具 体 的 に言 え ば,こ の都 城 は隋
大 興 城 ・唐 長 安 城 と呼 ん だ方 が 良い と思 うけれ ども,い ま の 人 々 は省 略 で 「隋 ・唐
の 長 安城 」 と呼 ん でい るわ けで あ る。 それ で は,隋 代 の初 めに は,な ぜ この新 都 が
「大 興城 」と呼 ばれ てい た の か とい うと,そ の理 由は 次 の よ うで あ る。宋 敏 求 の 『長
安 志 』巻7「 唐 京 城 」 の記 載 に よ る と,「 隋 日大 興 城,文 帝 初,封 大興 公,及 即位,
以 名城 県 門殿 園池 及 寺 焉。 唐 日長 安 城,亦 日京 師城 」(1)と あ る。
そ の 立 地 の特 徴 は,「 南 侵 終 南 山子 午 谷,北 據 渭 水,東 臨瀚 淕,西 枕 龍 首原 」(2)
とい う特徴 が あ る。郭城 の規 模 は,『 長 安 志 』巻7「 唐 京城 」の記 載 と愛 宕 元 先 生 の
考 証 に よる と,東 西 は18里115歩(9,691m),南 北 は15里175歩(8,192m),城 周
は67里(36,500m),城 高 は1丈8尺(5.3m)(3)で あ る。 しか し,発 掘 調 査 に よ る実
測値 は,郭 城 の東 西 は9,721m,南 北 は8,651mで あ る(4)。こ こで注 目すべ き こ とは,
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図1唐 長 安 城 郭 城 の 復 元 図
(清 ・徐 松 撰/愛 宕 元訳 注 『唐 両 京城 坊 考 一 長 安 と洛 陽』 平 凡 社1994。)
「龍 首 山 」 の 立 地選 択 だ と思 う。 こ こは,い わ ゆる 「龍 首 山川 原秀 麗,卉 物 滋 阜,
ト食 相 土,宜 建 都 邑,定 鼎 之基 永 固,無 窮 之 業在 斯 」(5)と い う理 想 的 建 都 の 地 で あ
る(図1)。
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2.太 極宮 をは じめとす る三大 宮殿の形成
隋 ・唐の長 安城 は,前 後 して宮城 を中心 とす る太極宮 ・大明宮 ・興慶宮 とい う三
大政治 中心が形成 されてお り,そ の所在位 置に よって,そ れぞれ西 内(大 内 ともい
う)・ 東 内(北 内 ともい う)・ 南 内 とも称 された。具体的 に言えば,隋 の大興城 の時
期 には,太 極 宮だけが あるが,唐 の長安城 の時期 に入 ると,大 明宮 と興慶 宮がそれ
ぞれ造営 された と言 える。 これ らの三大宮城 は,言 うまで もな く隋 ・唐 時代 の歴史
の舞台 として重要 な役割 を果 た してい たのであ るが,本 稿では,太 極宮 と興慶宮 は
省略 し,大 明宮だけに関す る問題点 を重点的に述べたい と思 う。一番注 目され るの
は,や は り大明宮の建築構造 と龍尾道 の配置及 び龍尾道の復 元 とい う問題 である。
それでは,大 明宮の龍尾道 はい ったい どの よ うに復元 され るのが正 しいか,と い う
こ とを焦点に考えてみたい。
大明宮の正殿 である含元殿 のいわゆる龍尾道 は,そ の多 く構造施設の うちの一つ
で ある。 そ して,こ の龍 尾道 を もつ含元殿 の施設 は,渤 海 の上京龍泉府 の宮城や 日
本の平城 宮の第1次 大極殿 の形態 にも影響 を与えた と考 えられ るのである。 この点
か らい うな らば,今 回の含 元殿 の科学的発掘 は隋 ・唐時期の中外文化交流 を研究す
る うえで も,多 くの考古学的資料 を提供 してい るはずで ある。本稿では,新 しく発
掘 された含 元殿 の考古学的資料 を通 して,渤 海 の宮城 にお ける龍尾道 と平城京 と平
安京 の宮殿 における龍尾壇を視点 として,含 元殿 の龍尾道 の実態に迫 りたい と思 う。
筆者 が同志社 大学で客員教授 を してい た1999年 に,「 唐長安城 にお ける大 明宮含元
殿の発 掘 と新認識」(6)とい う論文 を書いた ことがあるが,今 回は,主 に4年 前の橋
本義則先 生を始 め とす る中国東北地域調査 グル ープ によ り調査 された,渤 海 の宮殿
の配置及 び平城京 の宮殿 ・平安京の宮殿 で発掘 され ていた考古学新資料 を利用 して,
前人の研 究に基づいた上で,特 に龍尾道の復元 を中心 として続 いて研 究 したい と思
う。 私の研 究が何か役 に立てるな らば,い ささかで も貢献 したい と考える。
3.大 明宮の創建 とその役割
周知の如 く,大 明宮は,現 在 の陝西省西安市の北側1kmの 龍首原(古 代 には,
龍首 山ともい う)に 築かれた隋 ・唐時代 の長安城 の北側やや東 よ りに,唐 の太宗の
李世民が造 営 した立派な宮殿 である。
太宗の李 世民は即位す るとともに,隋 代 に創設 されていた大興城の太極宮 に入 っ
た。 貞観3年(629),そ の父である高祖 の李淵 は,太 極宮 よ り長安城 の西北方 にあ
る大安 宮へ遷 った。貞観6年(632),太 宗の李世民 は監察御 史の馬周 が出 した 「(大
安宮は)な お卑小 と為 し,四 方 の観聴 に於いて足 りない ところがある。 宜 しく高大
(の建物)を 増修 し,こ れ を以て中外 の望 と称す」 とい う建議 を採択 し,新 たに大
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明 宮 を以 て 「上 皇(高 祖)の 清 暑 の 所 と為す 」(7)に い た る。 貞観8年(634),宮 殿
の 建 築 工事 を 開始 し,初 め 「永 安 宮」 と称 し,翌 年1.月 に 「大 明宮 」と改称 され た。
貞 観9年(635)5.月,高 祖 の李 淵 の 死 に よ って 工事 は途 中で 停 止 され た 。 そ の 後,
高 宗 の李 治 は龍 朔2年(662)に 「風 痺:(風 眩 病)に 苦 しみ,(太 極)宮 内 の 卑 下 を
嫌 悪 し」(8)と 「宮 内 が卑 湿 で あ るた め,此(大 明 宮)に 宮 を置 く」(9)と して本 格 的
に大 明 宮 の建 設 を行 い,宮 名 を 「蓬 莢 宮 」 と改称 し,居 処 を遷 して聴 政 を行 っ た。
咸 亨 元年(670)3.月 には 再度 「含 元 宮 」 と改 称 され,そ の正 殿 を 「含 元殿 」 と称 し
た 。長 安 元年(701)11,月 には 宮名 だ け が 「大 明 宮」に復 され た。同年12,月 に は 「含
元 殿 」 を 「大 明殿 」 と した が,神 龍 元年(705)に 旧称 の 「含 元殿 」に戻 され た。 そ
の後 は,唐 代 の末 期 まで名 称 は変 わ らなか っ た。
含 元 殿 の 建 築 工 事 は,『 長 安 志 』 巻6「 宮 室 四」 と 『旧唐 書 』 巻4の 記 載 に よっ
て 「龍 朔 二 年(662)に 蓬 來 宮 の含 元 殿 を造 り」「(龍朔 三年)夏 四月 丙 午 に蓬 莢宮 に
新 築 の な っ た含 元 殿 に行 幸 した」 こ とか ら見 る と,最 長 で も1年 に満 た な い こ とが
わか った。 この よ うに短 期 間 に 「承 礎 石 」(10)を もつ 高 い基 壇 ・翔 鸞 閣 ・栖 鳳 閤 な ど
の建 築 群 の 造 営 を行 った の は,実 にお どろ くべ き こ とで あっ た と思 う。 特 に高 宗 以
後 の諸 皇 帝 は しば しば こ こ に居 住 し,ま た聴 政 を行 って い た こ とか ら分 析 す るな ら
ば,少 な く と も含 元 殿 は太 極殿 と同 じよ うに重 要 な正 殿 で も あっ た と考 え られ て い
る。 そ して,注 目す べ き は,お そ ら く唐 の長 安城 の外 側 の 高 燥 の 地 に築 かれ た 「大
明宮 」 に対 応 させ るた め に,平 城 京 が立 地 条 件 に適 う場 所 と して そ の東 北 隅 の地 に
「外 京 」を設 計 した こ とで あ る。 しか し,大 明宮 は初 め 高祖 の李 淵 の 「清 暑 」の所,
後 に太 宗 の 李 世 民 の 「宮 殿 」 と して造 営 され た 建物 で あ り,平 城京 の外 京 は東 大 寺
を含 む 興福 寺 と元輿 寺 を置 く 目的 と して 開い た もの で あ る。両者 の違 い は 大 きい が,
少 な く とも外京 の造 営 は大 明宮 と同 じよ うに都城 の長 方 形(方 形)の 区画 の一 部 を
拡 げ る こ とへ の 心理 的制 限 を ゆ るめ る模 倣 にな っ た と見 て も よい だ ろ うと思 う。
4.含 元 殿 の 第 一 次発 掘 と龍 尾 道 の復 元
早 くも1959年 か ら1960年 には,中 国 社 会科 学 院 考 古研 究 所 の西 安 唐 城 工 作 隊 は,
大 明宮 にあ る含 元殿 遺 跡 に対 して 部 分 的 な ボー リン グ探 査 と考 古 学 的発 掘 を行 っ て,
お おむ ね,含 元 殿 の位 置 と両 閣 の形 制 を明 らか に した。 そ の発 掘 簡 報(11)よ っ て古 建
築 専 門家 の 郭 義 孚 氏(12)・傅 熹 年 氏(13)・楊 鴻 勣 氏(14)ら は,含 元 殿 の建 築 と龍 尾 道 な ど
の い ろい ろ な復 元 図 を提 示 した が,実 際 に は,初 めて郭 義 孚 氏 が こ の含 元殿 外 観 復
元 図 を公 開 して か ら,中 外 学 者 らは この 図 を よ く引 用 して い た(図2)。
こ こで 注 目 した い の は,1972年 に 陝 西考 古 工 作 者 が唐 乾 陵 の 陪葬 墓 の 一 つ で あ る
懿 徳 太 子 の 墓 を発 掘 した が,こ の 墓 は 乾 陵 の東 南 隅 にあ り,唐 代 皇 室 の 「号墓 為 陵 」
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図2含 元 殿 外 観 復 元 図(郭 義 孚 「含 元殿 外 観 復 元 」r考 古 』1963-10。)
図3唐 懿 徳 太 子 墓 出 土 の 「三 出 闕 」 壁 画(2007年3月 に 王維 坤 が 陝 西 歴 史博 物 館
壁 画 庫 で 撮影 した 唐 懿 徳 太 子 墓 出土 の 「三 出闕 」 壁 画 の 写真 。)
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とい う制 度 に よっ て造 営 され た 大 き な墓 で あ る。 懿 徳 太 子 の墓 は主 に墓 道 ・天 井 ・
過 洞 ・甬道 な どか らな っ た。そ の墓 室 に は精美 な壁 画 がい っ ぱ い描 き 出 され て い た。
と くに墓 道 北壁 画 の建 築 図 と東 西 壁 画 の城 壁 と 「闕」 とい う壁 画 は,1組 の完 整 な
る唐 代 の 建 築 図 で あ り,そ の 闕(閣)は 本 格 的 な 「三 出闕 」で あ る。 「三 出 闕 」壁 画
は城 壁 の 南側 に あ り,主 に屋 頂,屋 身,平 座 及 び嫩 台 とい う四つ の部 分 か らな っ て
い る(15)(図3)。
しか し,郭 義 孚 氏 は,1963年 に復 元 した含 元 殿 外観 復 元 図 の 「翔 鸞 閣」 と 「栖 鳳
閣」 とい う両 閣 を,い ず れ も 「嫩 台 」 とい う形 の 「単闕 」 と して復 元 した の で,懿
徳 太 子 の墓壁 画 の 「三 出闕 」 の発 見 に ともな っ て,郭 義 孚 氏 の復 元 した含 元殿 外 観
復 元 図 は,す ぐ利 用 の価 値 が 無 くな っ た と言 え る。 そ の代 りに,傅 熹 年 氏 の復:元 し
た 「三 出闕 」 を持 つ 含 元 殿 の 平 面復 元 図が 堂 々 と登場 した の で あ る。 そ の 龍尾 道 は
長 さ70m余 りの,3本 にわ けた道 路 で あ り,真 ん 中 の道 路 の幅 は25.5mで,両 側 の
道 路 の幅 は4.5mで あ る(図4)。 この含 元 殿 の 復 元 図 は,発 表後 す ぐ,文 化 大革 命
中 の考 古 学 的 新収 穫 の一 つ と して,特 別 展 や 一 般 向 け の図 録 ・教 科 書 の類 に も紹 介
され た た め,三 層 基 壇 の前 面 に3列 に長 く延 び る龍 尾 道 の 形 態 はす っ か り画像 イ メ
ー ジ と して定 着 し
,い ま で も,国 内外 の研 究 者 に そ の ま ま引 用 され て い る。
図4含 元 殿 の 平 面 復 元 図(傅 熹 年 「唐 大 明宮 含 元 殿原 状 的 探 討 」r文 物 』1973-7。)
唐の長安城大明宮含元殿の発掘と龍尾道の復元9
5.含 元 殿 の 第2次 発 掘 と龍尾 道 の 新 認 識
1994年 に,中 国政 府 と国 際連 合 国教 科 文 組 織(UNESCO)及 び 日本政 府 のユ ネ ス
コ信 託 基金 は,国 際 文 化 遺 産保 護 事 業 と して唐 の長 安 城 大 明宮含 元殿 遺 跡 を保護 す
る こ とを決 め,国 家 文 物 局 の要 請 に よ っ て 中 国社 会科 学 院 考 古研 究所 の西 安唐 城 工
作 隊 が,1995年 か ら1996年 に全 面 的 な発 掘 調 査 を行 った。 今 回 の考 古 発 掘 は 大 面
積 の全 面発 掘 とい う方 法 を採 択 し,27,000㎡ の面積 を発 掘 す る と同 時 に,レ ー ダー
で含 元殿 遺 跡 の 下部 を探 査 した 結果,主 に次 の 四つ の 点 が 明 らか に な った(図5)。
西 安唐 城 工作 隊長 安 家瑶 氏 の紹 介 に よ る と,そ の1,含 元 殿 遺 跡 はい わ ゆる観 徳
殿 の建 築 遺 址 に基 づ い て た て直 した もの で は な い。 そ の2,含 元 殿 遺 跡 の東 飛 廊 付
近 で は,21基 の煉 瓦 と瓦 の窯 が 見 つ か った 。煉 瓦 と瓦 は,大 き さ ・形 ・色 が含 元 殿
遺跡 か ら出土 した もの とま った く同 じで あ り,恰 も 同 じ工人 が造 った か の よ うに見
え る。 つ ま り,こ れ らの窯 は含 元殿 の 建築 に伴 って 造 られ た ので あ る。 そ の3,今
回 の発 掘 過 程 で,焼 かれ た痕跡 が 見つ か らな か った こ とで,含 元 殿 の建 築 物 は最 後
にお そ らく戦争 に よっ て破壊 され た の で あ ろ う。 そ の4,1995年 か ら1996年 に発
掘 され た い わ ゆ る龍 尾 道 は,1961年 以 降 に復 元 され た龍 尾 道 と比 べ る とま った く違
っ た もの とな る。す な わ ち,前 者 の龍 尾 道 の復 元 は長 さ70m余 りの3本 にわ けた道
路 で あ り,真 ん 中 の道 路 の 幅 は25.5mで,両 側 の道 路 の 幅 は4.5mで あ る。 後 者 の
図5含 元 殿 遺 跡 の 平 面 図 と 断 面 図(中 国社 会 科 学 院考 古 研 究 所 西 安唐 城 工 作 隊1997
「唐 大 明宮 含 元 殿遺 址1995-1996年 発 掘 報 告 」『考 古学 報 』1997-3 。)
10王 維 坤
発掘 された龍尾道は殿 の前 にある広場の平地か ら始ま り,両 閣内側 の坂 に沿 って3
層 の大台 を経 て,屈 曲しなが ら殿基層 の頂部 に昇ってゆ くとい う。 この4が 一番大
きな収穫で もあると言える(16)。
いまか ら見 ると,龍 尾道 の復元方案 が違 っていた基本原 因を,西 安唐城工作隊長
安家瑶 氏が,次 の よ うに説 明 した。即 ち 「1959年 か ら1960年 の考古作業は,経 費
不足 と時間 の制約か ら,殿 堂跡 と両閣を露 出させ ただけで,そ の他 の部分で はボー
リングと トレンチの方法 を用いておおよその考察を行 った。ボー リングの結果 と発
掘の成果 が完全 に一致 しない ことは,考 古の工程 で常に発生す る事情である。時 と
労力 を省 くボー リングでは費用 と労力 を費やす発 掘に取って代わ ることはで きず,
要す るにボー リングでは発掘の よ うに完全 にはっき りと遺跡 の現状を反映で きない
ので ある。含元殿 の殿前広場 はすべてつ き固めた土で あ り,地 層堆積 が複雑で あ り,
ボー リング と少ない トレンチだ けでは遺跡全体の様子 をはっき りさせ るこ とは難 し
い。1995か ら1996年 に含元殿 の付属建築 について全 面発掘 した成果 が,当 時のボ
ー リング と少 しの トレンチ による推測 的な結論 と完全 に一致 しないのは理解で きる
ところであ る」(17)と,安 家瑶氏 が解釈 してい る。
含 元殿 の復元的研 究において少 な くとも数篇 の論文(18)を発表 していた楊鴻勣 氏
は,す でに1997年7,月 に 日本の雑誌 『佛教藝術』に 「唐長安大明宮含元殿の復元的
研 究」 とい う論文を発表 した。 その中に,含 元殿後期及び前期龍尾道遺構断面図 ・
含 元殿龍尾 道改造以後 の復元鳥瞰図(図6)・ 含元殿創建 時の復元鳥瞰図一咸亨元年
以前の南正面 と龍尾道 の推定図な どの復元図 を載せ ている(19)。しか し,楊 氏 のこの
論文は,学 界 で大 きな非難 の的になった。す なわ ち,「 全体的にい えば,楊 文 の図 四
は発掘 の断面図ではな く,楊 先 生が 自分で創 作 した模 式図なのであ る。楊先生が創
作 した この模 式図か ら二っの結論 を導 くこ とができる。① 図上の 「隋観徳殿残墫」
を用いて,楊 先生が1989年 に研究 した 『含 元殿 は隋観徳殿 を改作 してつ くる』とい
う論 点が正 確であ ることを証明できる。②図上の 「版築 ・土壁」 「基壇壁面化粧墫」
と 「前期散 水」は,殿 前広場の地面下にある二つの地 山削 りだ し土台を 「前期龍尾
道」と して解 釈す ることにな り,こ の よ うに して楊先生が1989年 に復原 した結果 に
近づ ける。 そのほか1995年 か ら1996年 の全面発掘 による考古成果が,以 前 に彼が
提起 した二 つの結論 を合理的に解釈 させ るので ある。楊先生 はまた含 元殿が咸亨元
年に龍尾道 の形態 に改作が発 生 した ことを提起す るが,そ の理 由は咸亨元年 にこの
宮の名称 が蓬莢宮か ら大明宮に改め られてい るか らである。(中 略)楊 鴻勣先生 は考
古研 究所 の同意を得 ない状況で,国 外 でい ち早 く資料 を発表 し,し か も資料 の中に
は少 な くない誤 りがある。我隊は含元殿遺跡 で1995年 か ら1996年 に発掘 した担 当
機 関 と 『発 掘報告』 の執筆者 は,文 章 を著 してその誤 りを指摘せ ざるをえず,そ れ
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図6含 元 殿 の 龍 尾 道 改 造 以 後 の 復 元 鳥 瞰 図
(楊鴻 勣1997「 唐 長安 大 明 宮 含 元殿 の復 元 的 研 究一 そ の 建 築 形態 にか ん す る再 論 」『佛 教 藝 術 』233号 。)
か ら生 じる多 くの 学術 的 な混 乱 を避 け る こ とにす る。(中 略)こ れ ら校訂 を経 て い な
い数 値 を国 外 で 正 式発 表 した こ とは,責 任 を負 えな い もの であ る」(20)と,安 家 瑶 氏
は厳 し く批 判 した。
6.含 元 殿 龍 尾 道 の 外 国へ の影 響
私 は1988年 に 日本 の平城 京 と中 国 の 隋 ・唐 の長 安 城 に対 す る比 較 的研 究 を行 い,
これ をテ ー マ と して修 士論 文 を書 い た(21)。1994年 に完 成 し,1997年 に朋 友 書 店 よ
り出版 した博 士 論 文 の 中 で も,15の 方 面 にお いて 比 較 的研 究 を行 い,そ れ を通 じて,
平城 京 の直 後 の模倣 原 型 は 隋 ・唐 の 長 安 城 だ け で あ る と考 え られ,少 な く と も曹 魏
の 鄰 北城 ・北魏 の 洛 陽城 ・東 魏 と北 斉 の 鄰 南城 を模 倣 す る こ とは な く,そ れ に隋 ・
唐 の洛 陽城 を模 倣 す る こ と もな か った の で あ る,と 結論 づ けた(22)。そ して,今 回 の
龍 尾道 の発 掘 に よ って 隋 ・唐 の長 安城 と平 城京 に お け る模;倣関係 に関 す る新 しい証
拠 を 見つ け る こ とが で きた。
南宋 ・程 大 昌の 『雍 録 』 が 引用 す る唐 ・韋 述 の 「両 京新 記 」 の記 載 に は,「 含 元
殿 の左 右 に は煉 瓦 造 りの道 が 曲 りなが ら上 る。 これ を龍 尾 道 とい う」(23)とあ り,同
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じく 『雍録 』が引用す る5代 ・賈黄 中の 『談録』にも,す なわち,「 含元殿 の前の龍
尾道 は,平 地か らお よそ七回屈曲 してお り,丹 鳳(門)か ら北を眺 める と,そ の う
ねった様子 は地面に龍 の尾が垂れているよ うであ り,両 端の(高)欄 はいずれ も青
石で造 られ,い まで も残存す る石柱 がある」(24)と龍尾道の ことが具体的 に書かれて
い る。 この ほか多 くの文献 にも,含 元殿 の龍尾道に関す る記載がある。
中国社会科学院考 古研究所 の西安唐城 工作隊の1995年 か ら1996年 まで の科学的
な発掘 によって,龍 尾道 とは,明 ・清代 の故宮太和殿 の御道の よ うに殿 の南側 の真
ん中ではな く,殿 の両側 にあった ことが明 らか とな る。発掘者 によると 「龍尾道 は
殿 の前 にある広場の平地か ら始 ま り,両 閣内側 の坂に沿って3層 の大台を経 て,屈
曲 しなが ら殿 の頂部に昇 ってゆ く」(25)とい う。 このよ うな龍 尾道 は,お そ らく唐代
の大 明宮 の含元殿 に始ま ると考 え られ る。
この ような新 しい発見に関連 して,私 は,渤 海 の上京龍泉府 にお ける第2宮 殿 の
龍尾道 と日本 の平城宮の第1次 大極殿の 「龍尾壇」 に注 目したい。
た とえば,唐 代 の天宝末年(西 暦8世 紀 中葉 頃)に 創建 され た渤海 の上京龍 泉府
の第2宮 殿 の形制 と龍尾道は,実 に唐 の長安城 の含元殿 の制度 を模倣 した ものであ
る。龍泉府 の宮城 は,唐 の長安城 の太極宮 あるいは大 明宮 に相 当 し,五 鳳楼 と俗称
され る正門は,承 天 門あるいは丹鳳 門に相 当す るものである。宮城 の内の中軸線に
は南 よ り北へ5基 の殿堂 が並ぶ。 その内の第2宮 殿 は,そ の基壇 が石 で4m以 上積
み上 げ られてお り,そ の上に礎石 も揃 っている。それ に間 口11間,奥 行4間 とい う
大 きな建物で,そ れぞれ第1間 と第11問 の外側 にある基壇 の南側 に設 けてい る(26)。
通 常は各々第3問 と第9問 の外側 にあ る。 このよ うに左右 の端 に階段 を設 けている
のは,含 元殿 の龍尾道の影響 を受 けた ことが考 え られ,唐 の長安城の含元殿 の龍尾
道 を模倣 した一つ の実例 とす るこ とができる(図7)。
日本 の元 明天皇 の和銅 元年(708)に 創建 され始 めた平城京 の第1次 大極殿 の 「龍
尾壇」 も唐 の長安城 の含 元殿 の龍尾道 を模倣 したもので あると考 えてい る。平城京
の大極殿 もまた直接 に唐 の長安城 の 「太極殿 」を模倣 した もの とす るのが,も っ と
も無理のない解釈 であろ う。 さらに言 えば,中 国の都城発展史上においては,隋 の
大興城 か ら宮城 の前 に皇城 を設 ける制度が始ま っていたが,平 城京の 内裏 ・大極殿 ・
朝堂院は,実 に隋 ・唐 の長安城 の宮城 ・皇城 を模 倣す る結合体 に相当す ると言 える。
いま,復 元 された第1次 大極殿か ら見る と,平 城宮 中央 北半 にあった創設 当初 の大
極殿の一郭 は,南 方3分 の2が 広大な広場 とな り,そ の北方が広場 より2.21mと い
う高 い龍尾壇 となって,そ の上に大極殿 が聳 えたつ(27)。注 目に値す るのは,『 続 日
本紀』 に平城京 の大極殿 と歩廊 を壊 して恭仁宮 に運んだ とあるこ とで ある。発掘調
査 か らも平城宮 の第1次 大極殿 と恭仁宮の大極殿 とが ほとん ど同 じ大 きさである こ
唐の長安城大明宮含元殿の発掘と龍尾道の復元13
図7渤 海上京龍泉 府の第二宮殿
(東 方学 考 古 学 叢 刊 ・甲 種 刊行 会 編1981『 東 京城 』 雄 山 閣 。)
とがわか ってい る。 また平城宮の第1次 大極殿 を囲む回廊 の一部が撤去 されてい る
こともわか った。発掘 と記録が一致 したわけである。 しか し移築 したのはこれだ け
で,他 の建物は残 され たため,回 廊 も掘 立塀 に造 りかえて囲い直 している(28)(図8)。
注 目すべ きこ とは,こ のよ うな平城 京の龍尾壇 は,い ままでに見 られ た一番古い
例 であるばか りか,含 元殿 の龍尾道 を模倣 した最 も原初的な反映 をしている。いま
平城京 と恭仁宮の状況 か ら逆推す ると,大 極殿 をもつ藤原京 にも同 じような龍尾壇
があった はずで ある。私 は,藤 原京 は唐の長 安城の制度を原型 として直接 に模倣 し
た もの と考 えるか らである。794年 に創建 された平安京では龍尾壇の遺制 を見 るこ
とができる。角 田文衛 氏の研究 による と,「平安京の朝堂院では,応 天門の前方両側
にそれぞれ渡廊が張出 し,先 端に栖鳳楼(東 方),翔 鸞楼(西 方)が 設け られてい る。
また大極殿斜前方の回廊 の屈折部 には,そ れぞれ蒼龍楼(東 方)と 白虎楼(西 方)
があ り,こ れ らの諸楼 に よって著 しく威儀iが加 え られてい る。 さらに大極殿南庭 と
朝 堂の並ぶ広場 との間には龍尾壇が あ り,北 の方が一段 と高 く造成 され ている。 こ
れ は,龍 尾壇南庭か ら大極殿 を仰 ぎ見た場合に,巍 然 として聳 える大極殿 の威容 を
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図8奈 良 時 代 前 半 の 大 極 殿 院(左)恭 仁 遷 都 中 の 大 極 殿 院(右)
(田 辺 征 夫1992『 地 中か らの メ ッセ ー ジ 平 城 京 を掘 る』 吉 川 弘文 館 。)
一層強調す るための趣 向に出ているのである
。平安宮の朝堂院は,そ のプランを知
っただ けでは理解 できない。他 の朝 堂院 とは違って,平 安宮の朝堂院に関 して,そ
こで挙行 され る儀式 の次第 を詳 しく録 した 『貞観儀i式』,『西宮記』以下の文献が豊
富 に遺存 してお り,そ れ らを通 じて,朝 堂院の機能一 時代 によって変遷 がある一 を
弁 えな ければ,そ の全 き理解は得 られ ない。 これは,朝 堂院の西 に接 して営 まれた
豊楽院や,内 裏 の諸殿舎(紫 宸殿,仁 寿殿,清 涼殿,等 々)に ついて も,同 様 に言
えるこ とで ある」(29)とい う(図9)。
平安宮 の朝 堂院のプ ランは,角 田文衛氏 の指摘通 りに,「 時代に よって変遷が あ
る」 とい うのが事実だ と思 うけれ ども,大 極殿南庭 と朝堂 の並ぶ広場 との間にある
龍尾壇はあま り変 らないであろ う。 この ように見て くると,平 安京の龍尾壇 は,言
うまで もな く直接 に平城京 の龍尾壇 を模倣 した ものである。 さらに各京 の創建年代
か ら分析すれば,平 安京 の龍尾壇 の模倣原型 は唐の長安城 の龍尾壇ではな く,藤 原
京 ・平城京 をはじめ とす る 日本の都城 の龍尾壇 のみである。 も し唐の長安城 と平安
京 との問に何か関係 がある とすれば,直 接的な関係 ではなく,間 接的 な関係 であ る。
だか らこそ,唐 の長安城 の宮都 制度 にかな り接近す る平安京 の龍尾壇 は,お そ らく
藤原京 あるい は平城京 か ら受 け継 いだ ものであろ うと思 う。
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図9平 安 宮 朝 堂 院 北 部(角 田 文 衛 著1973r日 本 の 後 宮 』学 燈 社,図89。)
7,終 わ りに
含 元殿 遺 跡 の復 元 作 業 と研 究 は,実 際 これ か ら始 ま る と言 え る。1998年,傅 熹 年
氏 の書 い た 「対 含 元 殿 遺 址及 原 状 的 再 探 討 」 の論 文 は,よ く検討 に値 す る多 くの推
論 を提 出 した。 そ の1,『 旧唐 書 ・五行 志 』 の 「(太和)九 年 四.月二 六 日の夜 に,大
風 で含 元殿 の 四つ の鴟 尾 がす べ て落 ち た」 の記 載 か ら分 析 し,含 元殿 の建 築 は そ の
左 右 に挟 屋 を有 し,そ の屋 の 上部 に鴟 尾 を もつ 建物 に属 す る城 楼 が あ った と考 え ら
れ る。 そ の2,い ま まで 確認 され た含 元 殿 の平 面 の柱 配 置 か ら見れ ば,そ の 上 部 に
は重 檐建 築 で は な く,単 檐建 築 で あ ろ う。 そ の3,新 し く確認 され た柱 の配 置 は,
挟 屋 ・四 っ の 鴟尾 ・重 檐 建 築 とい う文 献 記 載 と違 うた め,い わ ゆ る現 存 す る遺 址 は
隋 代 の もの で あ り,唐 代 の もの とす る に は疑 義 が あ る,と して い る。 また,今 回発
見 され た龍 尾 道 は,あ る文 献 の 「東 階 」「副 階」「龍 塀 」と も違 うで あ ろ うともい う(30)。
含 元 殿 の 建 築 形 式 及 び 龍 尾 道 の復 元 は 考 古 学 発 掘 報 告 を よ く検 討 す る 上 で 各 種
の文 献 記載 と諸先 生 の復 元案 が全 面 的 に展 開 され る こ とに従 って,こ れ らの 問題 も
明 らか にな り,日 本 や 周 辺 諸 国 の都 城 との比 較 研 究 も進 ん でい く こ とに な る と,私
は 固 く信 ず る。 私 の 見 た とこ ろで は,少 な く とも含 元殿 の龍 尾 道 の登 る方 ・降 りる
方 及 び 南入 り口は楊 氏 の復 元 の よ うに それ ぞれ 東 ・西 に 向 か っ てい た の で は な く(31),
いず れ も南 に 向か っ て い た と,推 測 して い る。 そ れ に南 宋 ・程 大 昌撰 の 『雍録 』 は
「龍 尾 七 転 」 とい う様 子 の図 を提 供 して くれ た(図10)。 しか し,含 元 殿 の龍 尾 道
の復 元 と研 究 を行 う際,安 家瑶 氏(32)と 王 仲殊 氏(33)の最新 研 究 成 果 を重視 す べ きだ と
思 う。
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図10含 元 殿 龍 尾 道 蠕 首 図
(南 宋 ・程 大 昌撰1988『 雍 録 』 巻3(叢 書 集 成続 編235)新 文 豊 出版 公 司,p.326。)
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